
 

 

 
                           

 
 

 
 

 

１ 

 

「
太
田
道
灌
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
に
！
」の
運
動
前
進 

 
 

署
名
31
万
５
１
０
０
筆
に
、
賛
同
自
治
体
51
、
著
名
人
多
数
に 

 
 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
6
回
陳
情
は
河
野
太
郎
衆
議
院
議
員
に
協
力
要
請
へ 

太田道灌公を大河ドラマに！ 
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11
年
前
の
２
０
１
４
年
５
月
28
日

（平
成
26
年
）い
せ
は
ら
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
＆
ウ
ォ
ー
ク
協
会
（
略
称

観
ボ
ラ
）
第
17
回
定
期
総
会
で
発
議
し

て
か
ら
伊
勢
原
市
民
を
は
じ
め
関
東
一

円
と
日
本
全
国
47
都
道
府
県
よ
り
署

名
を
い
た
だ
き
、
現
在
31
万
５
１
０
０

筆
に
前
進
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
目

標
達
成
後
も
署
名
は
力
と
ば
か
り
、
猛

暑
の
中
で
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

昨年の道灌まつりの署名風景 

署名 30万筆・目標達成した第 23回道灌の集い 

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

当
初
、
署
名
目
標
は
30
万
筆
（
30

万
筆
が
放
映
実
現
に
必
要
と
）
と
決
め

て
、
そ
の
年
の
道
灌
ま
つ
り
で
署
名
を
開

始
し
、
以
後
、
雨
に
も
負
け
ず
猛
暑
に

も
耐
え
て
、
22
回
道
灌
の
集
い
で
達
成

し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
も
、
次
々
と
賛

同
署
名
は
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

現在の署名到達数は 31万 5,100筆です 

NHK 内  容 年 月 日 署 名 数 備  考 

1 現在の署名到達点 2025 年 9 月 22 日 315,100 筆  

2 30 万筆目標達成点 2023 年 11 月 26 日 300,458 筆 第 22 回道灌の集い 

 



   いままでにNHKへの陳情署名提出数

No 署名提出数 年月日 NHK対応者 実行委員会

1 6万0,204筆 2016/6/6 NHK制作局長他 8人参加

2 11万0,151筆 2017/7/7 々 17人参加

3        107筆 2017/8/29 々 郵送

4 17万5,833筆 2018/9/5 々 21人参加

5 21万6,856筆 2019/8/21 NHK制作局長他6人 27人参加

6 26万5,071筆 2021/7/16 NHK専務と制作担当理事 5人参加

　　　　いせはら道灌まつりは署名の宝庫

開催日 回数 署名数 備考

1 　2014/10/4 第47回道灌まつり 1094筆

2 　2015/10/17,18 48 2705筆

3 　2016/10/1,2 49 3202筆

4 　2018/10/24 50 2409筆

5 　2022/10/4,5 55 511筆

6 　2023/10/1,2 56 897筆

7 　2024/10/5,6 57 650筆

　　大河ドラマには、通常は、「自治体、観光協会、商工会などが中心」となって運動を進めて

　　いますが、今回のように市民活動・ボランティアとして挑戦しているのは史上初です。

　　これはNHKも認めていて「市民団体が取り組んでいることは敬服の至り」と何度も発言して

　　います。「資金なく、体制もなく、事務所無くの観ボラが11年間も運動を継続して推進して

　　いることは、万人に評価されています。毎月、月2回役員会で討議して、大事な時には市長

　　と交渉も行い今まで進めてきています。この活動は市と市民、市民団体の協力があってこそ

　　感謝、感謝です。

　　今まで越生町の戸口訓男さんは34,457筆も集約してくれています。毎回どっさり〒小荷物が

　　届けられています。その秘訣は「何としても道灌を大河ドラマに！」の執念と、越生町町内

　　に11ヵ所の署名場を設けて、毎月回収しているのです。なかでも道灌と父親道真の眠る

　　龍穏寺ではこれまでに10,607筆も集約してくれて「燃えて」います。越生町議会も伊勢原市

　　議会と共に決議をして署名に協力しています。町長新井康之さんは「大河ドラマ自治体協力

　　連絡会」の会長さんを担ってくれています。副会長は東京都荒川区長と伊勢原市長です。

いせはら観ボラは頑張っています
毎月2回協議、役員会で推進

　　抜群の署名集約ナンバーワンは埼玉・越生町の34,457筆



                             

                             

                             

                

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
陳
情
の
際
の
発
言
の
推
移 

一
回
目
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
陳
情
の
時
は
制
作
局
長
さ

ん
は
「
大
河
ド
ラ
マ
は
江
戸
の
テ
ー
マ
で
は
放

映
し
て
い
な
い
。
興
味
あ
る
の
で
資
料
が
欲
し

い
」
と
。
こ
の
発
言
に
私
た
ち
は
、
道
灌
の
資
料

を
毎
回
届
け
た
も
の
で
す
。
東
京
都
知
事
鈴
木

さ
ん
の
書
、
黒
田
基
樹
先
生
の
書
、
騎
虎
の
将
・

幡
大
介
さ
ん
著
、
関
東
の
決
戦
、
加
藤
美
勝
さ

ん
著
、
道
灌
紀
行
・
尾
崎
孝
さ
ん
著
、
熱
川
温
泉

と
道
灌
と
か
道
灌
と
伊
勢
原
な
ど
も
。
３
回
目

陳
情
の
時
（
前
の
制
作
局
長
は
代
わ
っ
て
い
た
）

～
「
資
料
で
は
な
く
、
道
灌
の
動
き
に
興
味
あ

り
」
と
の
意
見
の
開
陳
あ
り
、
そ
の
後
Ｎ
Ｈ
Ｋ

専
務
と
制
作
担
当
理
事
、
大
河
ド
ラ
マ
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
と
お
会
い
し
た
時
「
資
料
で
は
な
く

史
実
が
欲
し
い
」
と
言
わ
れ
、
私
た
ち
は
、「
道

灌
状
中
心
で
」
と
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。 

 
 

 

 
 

 
 

 

    

最
近
の
署
名
運
動
の
各
地
の
成
果
と
主
な
状
況 

＊
9
月
20
日
は
第
21
期
い
せ
は
ら
市
民
大
学
開
講

式
で
署
名
集
約
。 

＊
9
月
11
日
民
舞
の
友
遊
庭
と
レ
ク
ダ
ン
ス
の
ス
マ
イ 

ル
さ
ん
か
ら
署
名
多
数
。 

＊
９
月
初
め
に
埼
玉
越
生
町
戸
口
さ
ん
よ
り
６
０
９ 

筆
届
き
こ
れ
で
合
計
３
４
、
４
５
７
筆
に
。 

＊
埼
玉
・
川
越
市
役
所
か
ら
多
数
の
署
名
が
届
い
て
お

り
ま
す
。 

＊
東
京
の
太
田
道
灌
顕
彰
会
か
ら
署
名
が
多
数
送
ら

れ
て
い
ま
す
。 

＊
伊
勢
原
市
内
の
自
修
館
中
等
教
育
学
校
よ
り
、
三
上

が
「
道
灌
の
話
」
に
行
っ
た
と
き
署
名
多
数
受
け
取

り
ま
し
た
。 

＊
神
奈
川
県
社
会
教
育
協
会
総
会
で
三
上
が
表
彰
を

受
け
た
と
き
、
署
名
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
神

奈
川
県
社
会
教
育
協
会
の
総
会
に
出
席
し
て
い
た

人
が
、
家
族
の
分
ま
で
署
名
し
て
郵
送
し
て
く
れ
ま

し
た
。 

＊
い
せ
は
ら
観
ボ
ラ
で
は
市
内
の
あ
ら
ゆ
る
集
い
の

際
は
署
名
行
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
（
豆
ま
き
・
勾

玉
祭
・
商
店
祭
り
） 

＊
い
せ
は
ら
観
ボ
ラ
の
Y
さ
ん
は
親
戚
を
頼
り
宮
城

県
、
熊
本
県
と
呼
び
か
け
て
署
名
を
増
や
し
て
い
ま

す
。 

＊
神
奈
川
観
光
大
使
い
せ
は
ら
手
作
り
甲
冑
隊
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
活
動
す
る
た
び
に
署
名
を
協

力
し
て
い
ま
す
。 

＊
東
京
の
絵
本
作
家
の
M
さ
ん
は
郵
便
で
署
名
を
送

ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

＊
岩
手
県
の
知
人
か
ら
た
く
さ
ん
の
署
名
が
送
ら
れ

て
き
て
い
ま
す
。 

「
署
名
は
力
」
で
す
。
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
署
名
お
願
い

し
ま
す
。 

 

大
河
ド
ラ
マ
シ
ナ
リ
オ
作
家
の
週
刊
誌
発
言

を
見
る
と
「
Ｎ
Ｋ
Ｈ
は
史
実
で
は
な
く
視
聴
率

の
よ
う
」
な
発
言
と
受
け
取
ら
れ
る
よ
う
な
こ

と
が
た
び
た
び
目
に
入
り
ま
し
た
。 

大
河
ド
ラ
マ
の
運
動
開
始
し
て
以
降 

各
地
で
の
道
灌
ま
つ
り
が
盛
ん
に
開
催 

  

静
岡
県
熱
川
温
泉
で
は
、
石
曳
き
道
灌
ま
つ
り

（
江
戸
城
に
石
を
運
ん
だ
事
に
ち
な
み
）
を
毎

年
10
月
ご
ろ
に
行
い
、
東
京
荒
川
区
で
は
道
灌

ま
つ
り
を
毎
年
11
月
に
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
は
甲
冑
隊
は
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。
埼
玉

越
生
町
で
は
道
灌
コ
ー
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
企

画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

書
籍
の
発
行
盛
ん
に
毎
年
新
刊
発
行 

大
河
ド
ラ
マ
の
運
動
を
支
援
し
た
い
と 

 

大
河
ド
ラ
マ
の
応
援
し
た
い
と
徳
間
書
店
よ 

り
も
申
し
出
が
あ
り
発
行
し
た
の
が
「
騎
虎
の

将
・
太
田
道
灌
」（
著
者
幡
大
介
さ
ん
）
で
し
た
。

太
田
道
灌
の
戦
国
決
戦
（
知
道
出
版
・
加
藤
美

勝
さ
ん
）
と
続
い
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
陳
情
が
重
な

り
「
Ｎ
Ｈ
が
史
実
を
言
い
出
し
て
か
ら
」
発
行

さ
れ
た
の
が
「
文
武
両
道
の
書
簡
集
・
太
田
道

灌
状
を
読
み
解
く
」（
宮
帯
出
版
社
・
尾
崎
孝
さ

ん
）
な
ど
あ
り
ま
す
。「
黒
田
基
樹
先
生
の
太
田

道
灌
の
系
譜
」
も
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。 

観
ボ
ラ
も
文
化
庁
の
文
化
芸
術
振
興
費
助
成

金
の
援
助
で
２
０
０
２
年
に
「
道
灌
と
伊
勢
原
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
漫
画
本
、「
郷
土

の
道
灌
」
は
数
え
切
れ
ま
せ
ん
。
最
近
「
太
田
道

灌
と
村
娘
・
山
吹
の
里
」
と
い
う
絵
本
が
東
京

世
田
谷
区
在
住
の
ま
ち
だ
ひ
ろ
し
さ
ん
作
で
用

意
さ
れ
て
い
て
楽
し
み
で
す
。 

 

2019年 8月 21日 NHKに陳情 

太田道灌顕彰会より 
東京荒川区 日暮里道灌まつり 太田道灌顕彰会より 
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今
年
の
第
24
回
道
灌
の
集
い
は
延
期 

「
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」
と
三
上
実
行
委
員
長 

 

市
と
の
協
議
と
の
関
係
も
あ
り
、
資
金
面
や
運
動
上
の
事
情
も
あ

り
、
伊
勢
原
で
は
例
年
11
月
に
「
道
灌
の
集
い
」
を
連
続
23
回
行
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
準
備
不
足
で
、
第
一
回
か
ら
今
ま
で
実

行
委
員
長
と
し
て
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
大
変
残
念
で
す
が
延
期

せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。 

第
六
回
大
河
ド
ラ
マ
の
陳
情
に
つ
い
て
は
、
今
後
は
河
野
太
郎
衆

議
院
議
員
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
２
０
２
６
年

放
送
実
現
に
向
か
っ
て
署
名
、
賛
同
自
治
体
な
ど
広
げ
る
こ
と
な
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 

２
０
２
５
年
９
月
30
日 

 

実
行
委
員
長 

三
上
利
栄 

 

住
所 

神
奈
川
県
伊
勢
原
市
三
ノ
宮
３
６
２‐

６ 
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伊
勢
原
市
自
修
館
中
等
学
校 

「
道
灌
の
話
」
教
室 

  

去
る
七
月
、
三
上
実
行
委
員
長
が

呼
ば
れ
た
同
校
生
徒
さ
ん
た
ち
に
道

灌
の
話
を
し
ま
し
た
。
あ
ら
か
じ
め
生

徒
さ
ん
か
ら
よ
せ
ら
れ
た
質
問
状
に

一
つ
一
つ
回
答
す
る
方
法
で
し
た
が

「
熱
心
な
質
問
に
感
動
し
た
」
と
三
上

さ
ん
は
語
っ
て
い
ま
す
。 

い
せ
は
ら
観
ボ
ラ
道
灌
ウ
ォ
ー
ク 

 

い
せ
は
ら
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
＆
ウ
ォ
ー
ク
協
会
は
現
在
第

15
期
養
成
講
座
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
9
月
24
日
道
灌
コ
ー
ス
を
歩

い
て
学
び
ま
し
た
。 

現
在
は
第
2
東
名
高
速
道
建
設

の
た
め
に
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す

が
歴
史
は
残
さ
れ
ま
す
の
で
感
慨

深
く
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
し
た 

 

道灌ウォーク 伊勢原駅で甲冑隊と署名活動 

署名に協力しているいせはら市民大学 

熱川道灌まつりで挨拶 

太田資暁さん 

伊勢原・太田道灌の墓（洞昌院）

+ 

日向・彼岸花受付 
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